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教員の特ู支援教育にᑐするやりがいをಁ進する要ᅉ

の検討 
㸸特ู支援学ᰯとᑠ学ᰯとをẚ㍑して 
 
୰ᲄ Ỉ㈗ おⲔのỈዪ子大学大学院 ே間文化๰ᡂ⛉学研✲⛉ 

 
要約 

特ู支援教育の㛤ጞ（文部⛉学省㸪2003）にకい㸪新たに㏻ᖖの学⣭に在⡠する LD㸪ADHD㸪㧗ᶵ⬟自㛢

⑕のඣ❺生ᚐが支援ᑐ㇟となった。ᑠ学ᰯཬび୰学ᰯの㏻ᖖの学⣭では㸪ඣ❺生ᚐの指導と同時に発㐩㞀ᐖ

ඣ࡬のᑐᛂも必要となり㸪教員はᅔ㞴や୙Ᏻをᢪえながら日ࠎの指導にあたっていると考えられる（Ώ部・

Ṋ⏣㸪2008）。本研✲では㸪特ู支援学ᰯとᑠ学ᰯの教員の特ู支援教育にᑐするやりがいཬび⫋務‶㊊ឤ

にᙳ㡪を୚える要ᅉのࣟࣉセスをẚ㍑し㸪よりやりがいをᣢって特ู支援教育を行うにはどのような支援が

必要か検討を行うための㉁ၥ⣬ㄪᰝを行った。パスゎᯒの⤖ᯝ㸪特ู支援学ᰯの教員の特ู支援教育にᑐす

るやりがいは㸪同൉からの㐨ල的࣏ࢧーࢺや自ᕫ有⬟ឤによって㧗まり㸪さらにこのやりがいと同時に㸪管

理⫋からの᝟⥴的࣏ࢧーࢺを受けることにより⫋務‶㊊ឤが㧗まることが᫂らかとなった。そのため㸪特ู

支援学ᰯの教員にᑐしては㸪同൉と༠ാして特ู支援教育を行うことをಁ進し㸪管理⫋はその༠ാを᝟⥴的

にࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂすることが必要であると考えられる。また㸪ᑠ学ᰯの教員の特ู支援教育にᑐするやりがい

は㸪管理⫋からの㐨ල的࣏ࢧーࢺにより㧗まるが㸪このやりがいは⫋務‶㊊ឤにはᙳ㡪を୚えておらࡎ㸪⫋

務‶㊊ឤは自ᕫ有⬟ឤཬび同൉からの᝟⥴的࣏ࢧーࢺにより㧗まることが᫂らかとなった。そのため㸪ᑠ学

ᰯの教員にᑐしては㸪特ู支援教育に関する▱㆑・᝟ሗのᥦ౪や研修➼を行うなど学ᰯレ࣋ࣝでの࣏ࢧーࢺ

が必要であり㸪⫋務‶㊊ឤをಁ進するには同൉との᝟⥴的な交ὶが必要であると考えられる。 

 

キー・ワード㸸発㐩㞀ᐖ 特ู支援教育 教員 やりがい ⫋務‶㊊ឤ 

 

Ϩ 問題と目的 

 1．㞀ᐖ児教育のኚ㑄 

とࡦ特ู支援教育ࠖとは㸪ᗂඣඣ❺生ᚐ一ேࠕ 

りの教育的ࢽーࢬをᢕᥱし㸪そのᣢてる力を㧗め㸪

生活や学習上のᅔ㞴をᨵၿཪはඞ᭹するため㸪㐺

ษな指導ཬび必要な支援を行うものである（文部

⛉学省㸪2007）。 
 ᖹᡂ14年に文部⛉学省が実᪋したㄪᰝにより㸪 

LD㸪ADHD㸪㧗ᶵ⬟自㛢⑕により学習や生活㠃

で特ูな教育的支援を必要とするඣ❺生ᚐが㸪⣙

6㸣⛬度の๭ྜで㏻ᖖの学⣭に在⡠しているྍ⬟

性が♧された（文部⛉学省㸪2002）。これにより㸪

㞀ᐖの⛬度➼にᛂࡌ特ูのሙで指導を行うࠕ特Ṧ

教育ࠖから㞀ᐖのあるඣ❺生ᚐ一ேࡦとりの教育

的ࢽーࢬにᛂࡌて㐺ษな教育的支援を行うࠕ特ู

支援教育ࠖ࡬の㌿᥮がᅗられた（文部⛉学省㸪
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2003）。 
 また㸪ࠕ௒後の特ู支援教育の在り方について

（最⤊ሗ࿌᭩）ࠖ（文部⛉学省㸪2003）では㸪学ᰯ

生活において୰心的にඣ❺生ᚐと関ࢃる教員は㸪

㞀ᐖのあるඣ❺生ᚐの㌟㏆な理ゎ者であり㸪また㸪

特ู支援教育の୰で重要な役๭をᯝたしていると

♧されている。 
 
 2．ᑠ学校ཬび中学校ࠊ特別支援学校の教ဨの

特別支援教育にᑐࡍるព㆑ 

特ู支援教育の㛤ጞにより㸪ᑠ・୰学ᰯにおけ

る特ู支援教育のඣ❺生ᚐ観㸪支援観もኚ化して

いる。1990年代にはまだ⏬一的なඣ❺生ᚐ観が୰

心であったが㸪発㐩㞀ᐖᴫᛕが導ධされたことで㸪

⏬一的な発᝿ではうまくいかないということがᬯ

♧された（佐ࠎᮌ・ᡃጔ㸪2015）。学⣭の୰で一

ே指♧に従ࢃないඣ❺生ᚐがいたሙྜ㸪そのඣ❺

生ᚐはᢈุのᑐ㇟になりがちであるが㸪発㐩㞀ᐖ

があり㸪言ⴥでの指♧が㏻りにくいことが理ゎさ

れると㸪そのようなඣ❺生ᚐもいるのかという発

見ཬびẼ࡙きが生ࡌるようになった。そして2000
年代になると㸪LD㸪ADHD㸪࢔ス࣌ࣝ࢞ー㞀ᐖ

などの⥲⛠である発㐩㞀ᐖが▱られるようになり㸪

㞟ᅋにはいࢁいࢁなඣ❺生ᚐがいるという認㆑が

ᗈまった。さらに 2010 年代になると㸪いࢁいࢁ

な子どもがいること自యが๓ᥦになりつつあり㸪

ᵝࠎなඣ❺生ᚐが㞟ᅋをᵓᡂしているという部ศ

から඲యീを見るという見立ての㌿᥮が生ࡌた。 
また㸪特ู支援教育に関して大きなኚ化がもた

らされ㸪ᑠ・୰学ᰯの㏻ᖖの学⣭における LD㸪

ADHD㸪㧗ᶵ⬟自㛢⑕といった発㐩㞀ᐖඣ❺生ᚐ

の指導では教師自㌟がᇵってきた学習指導や学⣭

⤒営がうまくᶵ⬟ࡎࡏ㸪教員はᅔ㞴や୙Ᏻをᢪえ

ている（Ώ部・Ṋ⏣㸪2008）と考えられる。 
さらに㸪࿴⏣・ᇼ・ᰩᯘ・㐲⸨（2016）の研✲

において㸪特ู支援学ᰯに໅務し特ู支援教育の

▱㆑を有する教員においても㸪ඣ❺生ᚐ࡬の指導

や支援を行う୰でᅔった⤒㦂があるという⌧≧が

᫂らかとなっている。  
 
 3．特別支援教育にᑐࡍるࡸりࡀいと⫋ົ‶㊊

感に㛵連ࡍる要ᅉ 

 文部⛉学省（2013）のࠕ教⫋員の࣓ンタࣝ࣊ࣝ

スᑐ⟇について（最⤊まとめ）ࠖにおいて㸪教⫋員

が心㌟ともに೺ᗣを⥔ᣢしてពḧ的に⫋務に取り

㸪やりがいをᣢって教育活動を行うことが重ࡳ⤌

要であるとሗ࿌されている。教⫋員の࣓ンタࣝ࣊

ࣝス୙ㄪの⫼ᬒとして㸪⫋ሙにおけるே間関係の

ᣢちにくさが指᦬されており㸪⫋ሙにおけるⰋዲ

なே間関係の形ᡂや㸪教⫋員間の࣑ࢥュࢽケーࢩ

ョンが重要だと考えられる。ඛ行研✲においても㸪

⫋ሙ内で実行された教員࡬の᝟⥴的࣏ࢧーࢺཬび

㐨ල的࣏ࢧーࢺと⫋務‶㊊ឤとの間には関㐃があ

り㸪࣏ࢧーࢺ౪୚が⫋務‶㊊ឤを㧗めるྍ⬟性が

あることが♧၀されている（᳃㸪2006）。 
 また㸪教⫋員がやりがいをᣢって教育活動を行

うためには㸪教⫋員自㌟が自ศをᐈ観どし㸪Ᏻ定

したẼᣢちで௙事ができるよう࣓ンタࣝ㠃の自ᕫ

管理にດめることも重要である（文部⛉学省㸪

2013）と♧されている。௵・Ᏻ⸨（2007）は㸪重

」㞀ᐖ学⣭担௵教師の⫋務特性がᙼらの⫋務‶㊊

ឤにཬࡰすᙳ㡪を検討した。その⤖ᯝ㸪௙事を行

う㝿に主య的に取り⤌ࡴᶵ఍が多く㸪自ศのᡂᯝ

を自らᢕᥱするᶵ఍が多い࡯ど㸪教師は担当して

いる௙事にᑐして有ព࿡ឤをᙉくឤࡌ㸪最⤊的に

は⫋務‶㊊ឤも㧗くなることが♧၀された。 
 以上により㸪教員のやりがいཬび⫋務‶㊊ឤを

㧗める要ᅉとして⫋ሙ内࣏ࢧーࢺと自ᕫ有⬟ឤが

関㐃していると考えられる。しかし㸪㏻ᖖの学⣭

で特ู支援教育が行ࢃれているᑠ学ᰯと特ูな配

៖を要するඣ❺生ᚐの支援を行う特ู支援学ᰯで

は㸪学ᰯ✀による特性の㐪いから⫋ሙ内࣏ࢧーࢺ

యไや特ู支援教育にᑐする自ᕫ有⬟ឤに㐪いが

あると᥎ᐹされる。特ู支援学ᰯの教員は特ู支

援教育が主たる⫋務であるため、特ู支援教育に

ᑐするやりがいが⫋務‶㊊ឤを㧗めていると考え
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られる。一方でᑠ学ᰯの教員においては㸪特ู支

援教育にᑐするやりがいが⫋務‶㊊ឤに直᥋ᙳ㡪

を୚えているとは㝈らないと᥎ᐹされる。 
 
 4．本研究の目的 

本研✲では㸪特ู支援学ᰯとᑠ学ᰯの特性から

教員の特ู支援教育にᑐするやりがいཬび⫋務‶

㊊ឤにᙳ㡪を୚える要ᅉのࣟࣉセスをẚ㍑し㸪よ

りやりがいをᣢって特ู支援教育を行うにはどの

ような支援が必要であるか検討する。本研✲の௬

ㄝᅗをᅗ1に♧す。 

 
ᅗ1 本研究の௬ㄝᅗ 
 
Ⅱ ᪉ἲ 

 1．ㄪᰝᑐ㇟者 

 ㄪᰝᑐ㇟者は㸪A ┴にある公立特ู支援学ᰯ 1
ᰯཬび公立ᑠ学ᰯ4ᰯの教員である。 
 
 2．ㄪᰝのᡭ⥆き 

ㄪᰝ者の▱ேを㏻ࡌて㸪ྛ学ᰯの学ᰯ長からチ

ྍを得て特ู支援学ᰯの教員100࡬部㸪ᑠ学ᰯ4
ᰯの教員ྜ࡬ィ 83 部の㉁ၥ⣬を配ᕸし㸪ಶู自

記ධᘧの㉁ၥ⣬ㄪᰝを実᪋した。ᅇ཰においては㸪

ㄪᰝ者の▱ேを㏻ࡌて行った。ㄪᰝの主᪨ㄝ᫂や

ὀព事㡯については㸪㉁ၥ⣬の表⣬に文❶による

ㄝ᫂を記㍕し㸪㉁ၥ⣬࡬の記ධをもって同ពを得

たものとした。ᅇ⟅はいࡎれも↓記名で行ࢃれた。

㉁ၥ⣬ㄪᰝ࡬のᅇ⟅時間は⣙15ศと予᝿された。 
 
 3．ㄪᰝ᫬ᮇ 

ㄪᰝ時ᮇは2018年8᭶22日㹼10᭶23日。 
 
 4．ㄪᰝෆᐜ 

 本ㄪᰝの㉁ၥ⣬は㸪以ୗに♧すフ࢙࢖スࢩーࢺ

と5つのᑻ度でᵓᡂした。 
 �）フ࢙࢖スࢩーࢺ 

 性ู㸪年㱋㸪ᡤ属する学ᰯの記ධを求めた。 
 �）特ู支援学ᰯの教員にᑐする㉁ၥ 

 ௒年度の役⫋㸪担௵をしているሙྜはᡤ属部と

学年㸪ࢡラスでࢳーム・ࢸィーࢳンࢢが行ࢃれて

いるか㸪学ᰯでの支援఍㆟の有↓と㢖度のᅇ⟅を

求めた。また㸪ᑐ㇟の特ู支援学ᰯにおいて特ู

支援ࢥーࢹィࢿーターの役๭を担う役⫋は自立活

動ᑓ௵であるため㸪自立活動ᑓ௵の配置の有↓を

ᑜࡡ㸪自立活動ᑓ௵のᰯ内での有ຠ性にᑐし㸪5
件ἲでᅇ⟅を求めた。 
 �）ᑠ学ᰯの教員にᑐする㉁ၥ 

 ௒年度の役⫋㸪学⣭担௵をしているሙྜは学年

のᅇ⟅を求めた。次に㸪学ᰯでの特ู支援に関す

るᰯ内ጤ員఍の有↓をᑜࡡ㸪行ࢃれているሙྜに

は㢖度とᵓᡂ࣓ンࣂーのᅇ⟅を求めた。また㸪学

ᰯでの特ู支援ࢥーࢹィࢿーターの配置の有↓を

ᑜࡡ㸪どの役⫋のேが担っているかᅇ⟅を求め㸪

特ู支援ࢥーࢹィࢿーターのᰯ内での有ຠ性にᑐ

し㸪5 件ἲでᅇ⟅を求めた。さらに㸪௒担当して

いるࢡラスあるいは㐣ཤに担当したࢡラスに発㐩

㞀ᐖඣ（デ᩿があるඣ❺ཬび␲いのあるඣ❺）が

いたことがあるかについてᅇ⟅を求めた。 
 �）教⫋における自ᕫ有⬟ឤᑻ度 

 ᒣ内・ᑠᯘ（2000）がసᡂした㸪教員の教⫋に

おける自ᕫ有⬟ឤの度ྜいを 定するᑻ度である。

10㡯┠からᡂり㸪6件ἲでᅇ⟅を求める。自ᕫ有

⬟ឤが㧗い㡰に6点㹼1点を୚え㸪10㡯┠の得点

をྜィした。 
 ᑻ度ࢺー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢯ（� 

 ᑠ∾（1994）の研✲で使⏝された㸪⫋ሙでのࢧ

࣏ーࢺの度ྜいを 定するᑻ度である。᝟⥴的ࢧ

࣏ーࢺ 8 㡯┠と㐨ල的࣏ࢧーࢺ 6 㡯┠のィ 14 㡯

┠を管理⫋と同൉のそれࡒれについて5件ἲでᅇ

⟅を求める。ࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺが㧗い࡯どྜィ

得点が㧗くなる。 
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 �）特ู支援教育にᑐする୙Ᏻおよび㈇担 

 㧗⏣（2009）の研✲で使⏝されたࠕ特ู支援教

育㈇担ឤᑻ度 1ࠖ4㡯┠のうち㸪ୗ఩ᑻ度ࠕ୙Ᏻお

よび㈇担ࠖの7㡯┠を特ู支援教育にᑐする୙Ᏻ

および㈇担の度ྜいを 定するために使⏝した。

5 件ἲでᅇ⟅を求める。ྜィ得点が㧗い࡯ど㸪㞀

ᐖඣとの関ࢃりにおいて㈇担ឤが㧗いことを♧す。 
 �）特ู支援教育にᑐするやりがい 

 㧗⏣（2009）の研✲で使⏝されたࠕ特ู支援教

育㈇担ឤᑻ度 1ࠖ4㡯┠のうち㸪ୗ఩ᑻ度ࠕやりが

いのなさࠖの7㡯┠を特ู支援教育にᑐするやり

がいの度ྜいを 定するために使⏝した。ᅇ⟅は

5 件ἲで求める。ྜィ得点が㧗い࡯ど㸪㞀ᐖඣと

の関ࢃりにおいてやりがいをឤࡌることを♧す。 
 �）⫋務‶㊊ឤᑻ度 

 ᳃（2006）の研✲で使⏝された教⫋にᑐする‶

㊊ឤの度ྜいを 定するᑻ度である。᳃（2006）
がసᡂしたᑻ度は4㡯┠でᵓᡂされているが㸪ࠕ教

師になってよかったとᛮうࠖという㉁ၥは教⫋に

おける自ᕫ有⬟ឤᑻ度と重」しているため㸪本ㄪ

ᰝでは๐㝖した。3 㡯┠について 5 件ἲでᅇ⟅を

求める。ྜィ得点が㧗い࡯ど㸪教⫋にᑐして‶㊊

ឤをឤࡌていることを♧す。 
 
Ⅲ 結ᯝ 

 1．ㄪᰝ協ຊ者の概要 

 特ู支援学ᰯの教員 56 名（ᅇ཰⋡ 56㸣）㸪ᑠ

学ᰯの教員60名（ᅇ཰⋡72㸣）からᅇ⟅を得た。 
ᑠ学ᰯの教員のうち㸪ࠕ௒担当しているࢡラスあ

るいは㐣ཤに担当したࢡラスに発㐩㞀ᐖඣ（デ᩿

があるඣ❺ཬび␲いのあるඣ❺）がいたことがあ

るか とࠖいう㉁ၥにᑐし㸪ࠕいたことがない ཬࠖび

↓ᅇ⟅であったᅇ⟅者2名をศᯒのᑐ㇟から㝖外

した。また㸪ㄪᰝ㡯┠の5㡯┠（㉁ၥ㡯┠の10㸣）

以上が↓ᅇ⟅であったᅇ⟅者 11 名ཬび担௵を⤒

㦂したことのない㣴ㆤ教ㅍ3名をศᯒのᑐ㇟から

㝖外した。最⤊的に㸪特ู支援学ᰯの教員52名㸪

ᑠ学ᰯの教員48名のィ100名をศᯒᑐ㇟とした。 

 �）ㄪᰝ༠力者のᴫ要 

 フ࢙࢖スࢩーࢺから得られたㄪᰝ༠力者のᴫ要

を表 1 に♧す。ศᯒᑐ㇟者の性ูは㸪⏨性が⣙

40㸣㸪ዪ性が⣙ 60㸣であった。ǘ2 検定の⤖ᯝ㸪

特ู支援学ᰯとᑠ学ᰯの⏨ዪẚにᕪはࡳられなか

った（ǘ2=.527, n.s.）。また㸪ศᯒᑐ㇟者の年代は㸪

20 代が⣙ 20㸣㸪40 代が 40㸣であった。ǘ2検定

の⤖ᯝ㸪特ู支援学ᰯとᑠ学ᰯの年代ẚにᕪはࡳ

られなかった（ǘ2=4.491, n.s.）。 
 

表1 ㄪᰝ協ຊ者の概要 

特別⽀援学校
（n=52）

⼩学校
（n=48）

全体
（n=100）

性別
 男性 18（35％） 20（42％） 38（38％）
 ⼥性 34（65％） 28（58％） 62（62％）
年代
 20代 11（21％） 8（17％） 19（19％）
 30代 8（15％） 3（6％） 11（11％）
 40代 21（40％） 18（38％） 39（39％）
 50代 10（19％） 15（31％） 25（25％）
 60代以上 2（4％） 4（8％） 6（6％）
役職
 管理職 2 2
 ⼩学部 13
 中学部 14
 ⾼等部 16
 学級担任 34
 特別⽀援学級担任 6
 その他 7 6  

 
�）ᰯ内支援యไについて 

 特ู支援学ᰯの教員のうち㸪↓ᅇ⟅を㝖く඲員

が㸪ᑐ㇟の特ู支援学ᰯで支援఍㆟が行ࢃれてい

るとᅇ⟅した。 
 特ู支援学ᰯにࠕ自立活動ᑓ௵がいるかࠖᑜࡡ

たとこࢁ㸪↓ᅇ⟅を㝖く 51 名඲員がࠕ自立活動

ᑓ௵がいる とࠖᅇ⟅した。さらに㸪ࠕ自立活動ᑓ௵

が学ᰯの୰で上ᡭくᶵ⬟しているとឤࡌている

か ᑜࠖࡡたとこࢁ㸪ࠕややそうᛮう とࠖᅇ⟅したே

が12名（24㸣）㸪ࠕそうᛮうࠖとᅇ⟅したேが23 
名（46㸣）であった（ᅗ2）。 
 ᑠ学ᰯでࠕ特ู支援に関するᰯ内ጤ員఍が行ࢃ
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れているかࠖᑜࡡたとこࢁ㸪↓ᅇ⟅を㝖く 46 名

඲員がࠕ行ࢃれている とࠖᅇ⟅した。また㸪ࠕ特ู

支援ࢥーࢹィࢿーターがいるかࠖᑜࡡたとこࢁ㸪

↓ᅇ⟅を㝖く 46 名඲員がࠕ特ู支援ࢥーࢹィࢿ

ーターがいる とࠖᅇ⟅した。ࠕ特ู支援ࢥーࢹィࢿ

ーターが学ᰯの୰で上ᡭくᶵ⬟しているとឤࡌて

いるか ᑜࠖࡡたとこࢁ㸪ࠕややそうᛮう とࠖᅇ⟅し

たேが18名（40㸣）㸪ࠕそうᛮうࠖとᅇ⟅したே 

ᅗ2 ⮬立活動ᑓ௵の校ෆでの᭷ຠ性（Q 50） 
 

ᅗ 3 特別支援コー࢕ࢹネーターの校ෆでの᭷ຠ

性（Q 45） 

 
表2 ྛᑻ度ᚓⅬのẚ㍑ 

が14名（31㸣）であった（ᅗ3）。 
 
2．ྛᑻ度ᚓⅬのศᯒ結ᯝ 

特ู支援学ᰯとᑠ学ᰯの教員のྛᑻ度得点のᖹ

ᆒ್のᕪを࣐ン࣍ࢽࢺࢵ࢖ーのU検定を⏝いて 
検討した（表2）。 
その⤖ᯝ㸪特ู支援教育にᑐする୙Ᏻおよび㈇

担㸪特ู支援教育にᑐするやりがいにおいて有ព

ᕪが認められた。特ู支援学ᰯの教員よりもᑠ学

ᰯの教員の方が特ู支援教育にᑐする୙Ᏻおよび

㈇担は有ពに㧗く（z=.-2.724, p<.01）㸪ᑠ学ᰯの

教員よりも特ู支援学ᰯの教員の方が特ู支援教

育にᑐするやりがいは有ពに㧗かった（z=-4.180, 
p<.001）。 
 
⫋ࠕいࠖཬびࡀりࡸるࡍ特別支援教育にᑐࠕ．3  ົ

‶㊊感ࠖにᙳ㡪ࢆ୚࠼るプロࢭスの᳨討 

 特ู支援学ᰯとᑠ学ᰯの教員඲యについてᑻ度

の相関を検討した⤖ᯝ㸪特ู支援教育にᑐするや

りがいは㸪教⫋における自ᕫ有⬟ឤᑻ度（r=.325,
 p<.01）㸪管理⫋のࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺ඲య（r=.
292, p<.01）㸪同൉のࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺ඲య（r
=.320, p<.01）との間でᙅいṇの相関㸪特ู支援

教育にᑐする୙Ᏻおよび㈇担（r=-.237, p<.05） 
との間でᙅい㈇の相関㸪⫋務‶㊊ឤ（r=.458, p<.
01）との間で୰⛬度のṇの相関がࡳられた。また㸪

ᖹᆒ SD ᖹᆒ SD

教⫋における自ᕫ有⬟ឤ 37.12 7.30 35.71 6.19 -1.213

（⫋管理）ࢺー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢯ 53.62 9.28 55.06 9.78 -.781

（⫋管理）ࢺー࣏ࢧ᝟⥴的ࠉ 31.13 5.47 32.23 5.72 -1.123

（⫋管理）ࢺー࣏ࢧ㐨ල的ࠉ 22.48 4.49 22.83 4.38 -.194

（同൉）ࢺー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢯ 59.27 7.23 57.46 8.58 -1.057

（同൉）ࢺー࣏ࢧ᝟⥴的ࠉ 33.58 5.01 32.94 5.04 -.470

（同൉）ࢺー࣏ࢧ㐨ල的ࠉ 25.69 3.50 24.52 4.02 -1.386

特ู支援教育にᑐする୙Ᏻおよび㈇担 19.56 4.55 21.94 4.39 -2.724**

特ู支援教育にᑐするやりがい 30.60 3.03 27.25 4.18 -4.180***

⫋務‶㊊ឤ 12.56 1.80 11.85 1.75 -1.903
**㹮㸺.01㸪***㹮㸺.001

特ู支援学ᰯ（n=52） ᑠ学ᰯ（n=48）
z್
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⫋務‶㊊ឤは㸪教⫋における自ᕫ有⬟ឤᑻ度（r=.
544, p<.01）㸪同൉のࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺ඲య（r
=.408, p<.01）との間で୰⛬度のṇの相関㸪管理

⫋のࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺ඲య（r=.398, p<.01）と

の間でᙅいṇの相関㸪特ู支援教育にᑐする୙Ᏻ

および㈇担（r=-.232, p<.05）との間でᙅい㈇の

相関がࡳられた。 
これにより㸪特ู支援学ᰯとᑠ学ᰯの教員඲య

において㸪特ู支援教育にᑐするやりがいཬび⫋ 
務‶㊊ឤは㸪඲てのᑻ度と関㐃があることが᫂ら

かとなった。そこで㸪相関関係が認められたᑻ度

から㸪ࠕ特ู支援教育にᑐするやりがい さࠖらにࠕ⫋

務‶㊊ឤࠖに⮳るࣟࣉセスをパスゎᯒを⏝いて検

討した。 
�）特ู支援学ᰯ教員の௬ㄝࣔࣝࢹの検ド 

 特ู支援学ᰯのパスࣔࣝࢹᅗをᅗ4に♧す。ࠕ同 

൉の㐨ල的࣏ࢧーࠖࢺからࠕ特ู支援教育にᑐす

るやりがいࠖに0.1㸣Ỉ‽で有ពなṇのパス（.45
0）が㸪ࠕ教⫋における自ᕫ有⬟ឤࠖからࠕ特ู支

援教育にᑐするやりがいࠖに 1㸣Ỉ‽で有ពなṇ

のパス（.359）がࡳられた。また㸪ࠕ管理⫋の᝟⥴

的࣏ࢧーࠖࢺからࠕ⫋務‶㊊ឤࠖに 0.1㸣Ỉ‽で

有ពなṇのパス（.432）が㸪ࠕ教⫋における自ᕫ有

⬟ឤࠖからࠕ⫋務‶㊊ឤࠖに 1㸣Ỉ‽でṇのパス

（.298）が㸪ࠕ特ู支援教育にᑐするやりがい かࠖ

らࠕ⫋務‶㊊ឤࠖに1㸣Ỉ‽で有ពなṇのパス（.
282）がࡳられた。なお㸪係数は඲てᶆ‽化᥎定

್である。このࣔࣝࢹがṇしいというᖐ↓௬ㄝは

5㸣Ỉ‽でᲠ༷されなかった（ǘ2(2)=.750, p=.68
7）。また㸪㐺ྜ度の್はこのࣔࣝࢹがࢹータによ

く㐺ྜしていることを♧している。 

 以上より㸪特ู支援学ᰯの教員の⫋務‶㊊ឤは㸪

管理⫋の᝟⥴的࣏ࢧーࢺによって㧗まると同時に㸪

同൉の㐨ල的࣏ࢧーࢺཬび自ᕫ有⬟ឤが特ู支援

教育にᑐするやりがいを㧗め㸪それが⫋務‶㊊ឤ

をಁ進しているということが᥎ᐹされる。 

�）ᑠ学ᰯ教員の௬ㄝࣔࣝࢹの検ド 

 ᑠ学ᰯのパスࣔࣝࢹᅗをᅗ 5 に♧す。ࠕ管理⫋

の㐨ල的࣏ࢧーࠖࢺからࠕ特ู支援教育にᑐする

やりがいࠖに 1㸣Ỉ‽で有ពなṇのパス（.348）
がࡳられたが㸪ࠕ特ู支援教育にᑐするやりがいࠖ

からࠕ⫋務‶㊊ឤࠖ࡬のṇのパス（.187）は有ព

な್ではなかった。ࠕ⫋務‶㊊ឤࠖ࡬は㸪ࠕ教⫋に

おける自ᕫ有⬟ឤ （ࠖ.422）とࠕ同൉の᝟⥴的࣏ࢧ

ーࢺ （ࠖ.390）が0.1㸣Ỉ‽で有ពなṇのパスを♧

していた。なお㸪係数は඲てᶆ‽化᥎定್である。

このࣔࣝࢹがṇしいというᖐ↓௬ㄝは 5㸣Ỉ‽で

Რ༷されなかった（ǘ2(3)=1.314, p=.726）。また㸪

㐺ྜ度の್はこのࣔࣝࢹがࢹータによく㐺ྜして

いることを♧している。 
 以上より㸪ᑠ学ᰯの教員の⫋務‶㊊ឤには自ᕫ

有⬟ឤཬび同൉の᝟⥴的࣏ࢧーࢺがᙳ㡪をཬࡰし

ていることが᥎ᐹされる。一方で㸪特ู支援教育

にᑐするやりがいは㸪管理⫋の㐨ල的࣏ࢧーࢺに

よってಁ進されるが㸪⫋務‶㊊ឤにはᙳ㡪をཬࡰ

していないと考えられる。 

ᅗ4 特別支援学校のࣃスࣔࢹルᅗ 

ᅗ5 ᑠ学校のࣃスࣔࢹルᅗ 
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ϫ ⪃ᐹ 

 1．ㄪᰝ協ຊ者とࡑの学校の特性 

 �）ㄪᰝ༠力者特性 

 ᑠ学ᰯの教員࡬のࠕ௒担当しているࢡラスある

いは㐣ཤに担当したࢡラスに発㐩㞀ᐖඣ（デ᩿が

あるඣ❺ཬび␲いのあるඣ❺）がいたことがある

か とࠖいう㉁ၥにᑐし㸪ࠕいたことがない ཬࠖび↓

ᅇ⟅であったᅇ⟅者は60名のうち2名であった。

このことから㸪࡯とࢇどの教員がࢡラスで発㐩㞀

ᐖඣを担当したことがあり㸪㏻ᖖの学⣭の୰で೺

ᖖඣとともに発㐩㞀ᐖඣの指導を行っていること

が᫂らかとなった。 
 ศᯒᑐ㇟者の性ูは㸪ዪ性教員が特ู支援学ᰯ

で 65㸣㸪ᑠ学ᰯで 58㸣と๭ྜが㧗い⤖ᯝとなっ

た。඲ᅜ的に見ると㸪公立特ู支援学ᰯにおける

ዪ性教員の๭ྜは61㸣㸪公立ᑠ学ᰯにおけるዪ性

教員の๭ྜは62㸣であり㸪A┴においては公立特

ู支援学ᰯにおけるዪ性教員の๭ྜは63㸣㸪公立

ᑠ学ᰯにおけるዪ性教員の๭ྜは 56㸣である

（e-Statᨻᗓ⤫ィの⥲ྜ❆ཱྀ㸪2018）。そのため㸪

本研✲のศᯒᑐ㇟者のዪ性の๭ྜはA┴における

ዪ性教員の๭ྜと同⛬度であると言える。 
 �）特ู支援学ᰯの特性 

 ศᯒᑐ㇟となった特ู支援学ᰯでは㸪」数の教

員によってࢡラスのඣ❺生ᚐを担当するไ度であ

るࢳーム・ࢸィーࢳンࢢが行ࢃれており㸪特ู支

援学ᰯに在⡠するඣ❺生ᚐがᏳ心して学ᰯ生活を

㏦ることができるよう㸪教員が᝟ሗを共有しྜう

ሙである支援఍㆟も行ࢃれていることが㉁ၥ⣬ㄪ

ᰝの⤖ᯝから᫂らかとなった。さらに㸪ศᯒᑐ㇟

ᰯには㸪主にᰯ内において教員にᑐし自立活動の

❆を行うなど㸪教員の相談ࢺー࣏ࢧスや࢖ࣂࢻ࢔

ཱྀとなる自立活動ᑓ௵がおり㸪ࠕ自立活動ᑓ௵が学

ᰯの୰で上ᡭくᶵ⬟しているとឤࡌているかࠖと

いう㉁ၥにᑐし㸪70㸣の教員がࠕそうᛮうࠖཬび

௵ややそうᛮうࠖとᅇ⟅したため㸪自立活動ᑓࠕ

がᰯ内における自立活動の要となっていることが

᥎ᐹされる。ࢳーム・ࢸィーࢳンࢢの実᪋や自立

活動ᑓ௵のᏑ在により㸪教員同士がඣ❺生ᚐの指

導を༠ാして行っていることが考えられる。 
�）ᑠ学ᰯの特性 

 ศᯒᑐ㇟の඲てのᑠ学ᰯで㸪支援を必要とする

ඣ❺に関する᝟ሗを教員間で共有し㸪よりⰋい支

援を行うためのヰしྜいのሙであるᰯ内ጤ員఍が

㛤かれていることが᫂らかとなった。また㸪ศᯒ

ᑐ㇟の඲てのᑠ学ᰯに特ู支援ࢥーࢹィࢿーター

がおり㸪主に特ู支援学⣭担௵が特ู支援ࢥーࢹ

ィࢿーターの役๭を担っていることがศかった。

ーターが学ᰯの୰で上ᡭくࢿィࢹーࢥ特ู支援ࠕ

ᶵ⬟しているとឤࡌているか とࠖいう㉁ၥにᑐし㸪

ややそうᛮうࠕ 㸪ࠖࠕそうᛮうࠖとᅇ⟅した教員は

඲యの⣙ 70㸣と大༙を༨めていたが㸪そのうち

そうᛮうࠕ とࠖᅇ⟅した教員は31㸣であり㸪特ู

支援学ᰯの自立活動ᑓ௵にᑐする㉁ၥとẚ㍑する

とᑡない๭ྜであった。特ู支援ࢥーࢹィࢿータ

ーの役๭には㸪ᰯ内の教員の相談❆ཱྀ㸪ᰯ内外の

関係者との㐃⤡ཬびㄪ整㸪ᆅᇦの関係ᶵ関とのࢿ

సり㸪ಖㆤ者の相談❆ཱྀ㸪教育的な支ࢡー࣡ࢺࢵ

援などがある（ᅜ立特ู支援教育⥲ྜ研✲ᡤ㸪

2012）。本研✲のศᯒᑐ㇟ᰯでは㸪特ู支援学⣭

担௵が特ู支援ࢥーࢹィࢿーターの役๭を担って

おり㸪特ู支援学⣭の担௵として担当している特

ู支援学⣭のඣ❺の支援の࡯かに㸪特ู支援ࢥー

ーターとして㏻ᖖの学⣭に在⡠する支援がࢿィࢹ

必要なඣ❺の支援や㸪ᰯ外の関係ᶵ関とのࢺࢵࢿ

࣡ーࢡసりなどᰯ内外の活動を行うことはᅔ㞴で

あると᥎ される。そのため㸪特ู支援学ᰯの自

立活動ᑓ௵にᑐする㉁ၥとẚ㍑すると㸪ᑠ学ᰯに

おいて特ู支援ࢥーࢹィࢿーターが学ᰯの୰で上

ᡭくᶵ⬟しているとឤࡌる教員がᑡないのではな

いかと考えられる。 
 
 2．学校✀による特別支援教育にᑐࡍるព㆑の

ẚ㍑ 

 特ู支援学ᰯとᑠ学ᰯの教員では㸪ᑠ学ᰯの教

員の方がࠕ特ู支援教育にᑐする୙Ᏻおよび㈇担ࠖ
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の得点が㧗く㸪特ู支援学ᰯの教員の方がࠕ特ู

支援教育にᑐするやりがいࠖの得点が㧗い⤖ᯝと

なり㸪ព㆑の㐪いが認められた。ᑠ学ᰯの教員の

方が㸪特ู支援教育にᑐする୙Ᏻや㈇担をᢪえて

おり㸪特ู支援学ᰯの教員の方が特ู支援教育に

ᑐするやりがいをᣢっていることが♧၀された。 
 ᑠ学ᰯの㏻ᖖの学⣭には㸪LDやADHD㸪㧗ᶵ

⬟自㛢⑕といった発㐩㞀ᐖඣが在⡠しているが㸪

඲ての㏻ᖖの学⣭の教員が特ู支援教育や発㐩㞀

ᐖඣのᑓ㛛的な▱㆑をᣢっているࢃけではない

（Ώ部・Ṋ⏣㸪2008）。また㸪ᑠ学ᰯの㏻ᖖの学

⣭の教員は㸪学⣭において೺ᖖඣと発㐩㞀ᐖඣの

指導を同時に行ࢃなくてはならないため㸪ᑠ学ᰯ

の㏻ᖖの学⣭で発㐩㞀ᐖඣと関ࢃる教員は㸪特ู

支援教育の実᪋にᅔ㞴をឤࡌていると考えられる

（ୗ↓ᩜ・ụ本㸪2008）。 
 ᑠ学ᰯの教員のࠕ特ู支援教育にᑐするやりが

い のࠖᖹᆒ得点は27.3点であった。このࠕ特ู支

援教育にᑐするやりがい はࠖ7㡯┠の5件ἲでᵓ

ᡂされているため㸪最㧗得点は 35 点である。ᑠ

学ᰯの教員のࠕ特ู支援教育にᑐするやりがいࠖ

のྛ㡯┠のᖹᆒ得点は⣙4点であるため㸪ᑠ学ᰯ

の教員が特ู支援教育にᑐしてやりがいをឤࡌて

いないࢃけではない。しかしながら㸪特ู支援学

ᰯの教員とẚ㍑すると得点がపい。これは㸪ᑠ学

ᰯの教員が特ู支援教育にᑐし㸪୙Ᏻや㈇担もឤ

 。ているためだと考えられるࡌ
 
 3．教⫋におࡅる⮬ᕫ᭷⬟感ཬびࢯーシャルサ

࣏ートࡀ特別支援教育にᑐࡍるࡸりࡀい，⫋ົ‶

㊊感に⮳るプロࢭス 

 �）特ู支援学ᰯ教員におけるࣟࣉセスの検討 

 特ู支援学ᰯの教員の⫋務‶㊊ឤは㸪管理⫋の

᝟⥴的࣏ࢧーࢺによって㧗まると同時に㸪同൉の

㐨ල的࣏ࢧーࢺཬび自ᕫ有⬟ឤが特ู支援教育に

ᑐするやりがいを㧗め㸪それが⫋務‶㊊ឤをಁ進

していることがパスゎᯒにより᫂らかとなった。 
これにより㸪特ู支援教育にᑐするやりがいཬ

び⫋務‶㊊ឤには教⫋における自ᕫ有⬟ឤཬびࢯ

ー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺがᙳ㡪をཬࡰしていることが♧

され㸪ඛ行研✲のጇ当性が☜認された。 
特ู支援教育にᑐするやりがいにはࠕ㐨ල的ࢧ

࣏ーࢺ がࠖᙳ㡪をཬࡰすことが᫂らかとなったが㸪

㐨ල的࣏ࢧーࢺとは㸪᝟ሗᥦ౪や࢖ࣂࢻ࢔ス㸪≀

資的な支援（ᕝ℩㸪2014）である。特ู支援学ᰯ

の教員においては㸪同൉からの㐨ල的࣏ࢧーࢺが

特ู支援教育にᑐするやりがいにᙳ㡪をཬࡰして

いた。これは㸪ࢳーム・ࢸィーࢳンࢢが実᪋され

ているなど㸪教員同士で࣑ࢥュࢽケーࢩョンを取

りながら᝟ሗを共有し㸪同൉の教員と༠ാして特

ู支援教育を行うことが多いため㸪同൉の㐨ල的

が特ู支援教育にᑐするやりがいにᙳ㡪ࢺー࣏ࢧ

をཬࡰしていることが考えられる。 
また特ู支援学ᰯの教員の⫋務‶㊊ឤは㸪特ู

支援教育にᑐするやりがいと同時に㸪ບまし㸪共

ឤ㸪支ᣢなどの᝟⥴的࣏ࢧーࢺを管理⫋から受け

ることでಁ進されることが᥎ᐹされる。これは㸪

日ࠎ特ู支援教育に取り⤌ࡴ教員を管理⫋が㐺ษ

にホ౯したり᝟⥴的な関ࢃりをᣢって᥋したりす

ることで㸪教員としての自ಙがつき㸪⫋務‶㊊ឤ

を㧗めるためだと考えられる。 
さらに㸪教⫋における自ᕫ有⬟ឤが特ู支援教

育にᑐするやりがいཬび⫋務‶㊊ឤの୧方にᙳ㡪

を୚えていることが᫂らかとなった。ᑠ学ᰯでは

学習指導要㡿により教育の方ἲや┠ᶆが定められ㸪

教員に求められるᑓ㛛性が᫂☜であるのにᑐし㸪

特ู支援学ᰯの教員に求められる特ู支援教育の

ᑓ㛛性は㸪日ࠎ学ᰯ⌧ሙでඣ❺生ᚐを支援するこ

との✚ࡳ重ࡡでᇵࢃれるものであると考えられる。

そのため㸪特ู支援学ᰯの教員にとって㸪特ู支

援教育を行う୰でᑓ㛛性を㌟に௜け㸪その୰で自

らの教師としての有⬟ឤをឤࡌることは㸪特ู支

援教育のやりがいにᙳ㡪をཬࡰすだけでなく㸪直

᥋⫋務‶㊊ឤにもᙳ㡪をཬࡰすと考えられる。 
 �）ᑠ学ᰯ教員におけるࣟࣉセスの検討 

 ᑠ学ᰯの教員の⫋務‶㊊ឤには自ᕫ有⬟ឤཬび
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同൉の᝟⥴的࣏ࢧーࢺがᙳ㡪をཬࡰしており㸪特

ู支援教育にᑐするやりがいは管理⫋の㐨ල的ࢧ

࣏ーࢺによってಁ進されるが㸪⫋務‶㊊ឤには直

᥋的にᙳ㡪をཬࡰしていないことがパスゎᯒの⤖

ᯝから᫂らかとなった。 
特ู支援教育にᑐするやりがいཬび⫋務‶㊊ឤ

にはࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺがᙳ㡪をཬࡰしているこ

とが♧され㸪ඛ行研✲のጇ当性が☜認された。一

方で㸪自ᕫ有⬟ឤは⫋務‶㊊ឤにはᙳ㡪をཬࡰし

ていたが㸪特ู支援教育にᑐするやりがいにはᙳ

㡪をཬࡰしていなかった。 
ᑠ学ᰯの教員においては㸪管理⫋からの㐨ල的

が特ู支援教育にᑐするやりがいにᙳ㡪ࢺー࣏ࢧ

をཬࡰしていた。管理⫋からの㐨ල的࣏ࢧーࢺと

いうのは㸪管理⫋が主となって行う学ᰯレ࣋ࣝで

の特ู支援教育に関する▱㆑や᝟ሗのᥦ౪や㸪研

修➼の࣏ࢧーࢺである。特ู支援教育の㛤ጞにక

いไ度がኚ化し㸪ᑠ学ᰯの教員は特ู支援教育に

ᑐする▱㆑や⤒㦂がᑡないことから㸪特ู支援教

育に関する᝟ሗや研修➼を必要としていると考え

られ、これにより教員の特ู支援教育にᑐするや

りがいがಁ進されると᥎ᐹされる。しかし㸪ᑠ学

ᰯの教員の特ู支援教育にᑐするやりがいのỴ定

係数の್はపく㸪管理⫋の㐨ල的࣏ࢧーࢺのࡳで

特ู支援教育にᑐするやりがいをㄝ᫂するのは୙

༑ศであり㸪他の要ᅉも関㐃していると考えられ

る。 
また㸪ᑠ学ᰯの教員の⫋務‶㊊ឤには㸪同൉か

らの᝟⥴的࣏ࢧーࢺཬび自ᕫ有⬟ឤがᙳ㡪をཬࡰ

していることが♧၀された。ᑠ学ᰯでは㸪同൉の

教員から㢗りにされたり㸪相談を受けたりして自

ᑛ心を㧗めることや㸪同൉との᝟⥴的な交ὶがあ

ることで⫋務‶㊊ឤがಁ進されると考えられる。

一方で㸪自ᕫ有⬟ឤは⫋務‶㊊ឤにはᙳ㡪をཬࡰ

していたが㸪特ู支援教育にᑐするやりがいにᙳ

㡪をཬࡰしていない。これは㸪ᑠ学ᰯの教員は特

ู支援教育ではなく㸪学⣭運営やඣ❺の学力向上

など㸪他の点で有⬟ឤをឤࡌ㸪それが⫋務‶㊊ឤ

にᙳ㡪しているためであると考えられる。 
 
 4．結ㄽཬび今ᚋの課題 

本研✲の⤖ᯝから㸪特ู支援学ᰯの教員の特ู

支援教育にᑐするやりがいཬび⫋務‶㊊ឤを㧗め

るには㸪同൉と༠ാして特ู支援教育を行うこと

をಁ進し㸪管理⫋はその༠ാを᝟⥴的に࢔ࢡࢵࣂ

することが必要であると考えられる。他方㸪ࣉࢵ

ᑠ学ᰯの教員の特ู支援教育にᑐするやりがいを

ಁ進するには㸪特ู支援教育に関する▱㆑・᝟ሗ

のᥦ౪や研修➼を行うなど学ᰯレ࣋ࣝでの࣏ࢧー

が必要であり㸪⫋務‶㊊ឤをಁ進するには同൉ࢺ

との᝟⥴的な交ὶが必要であると考えられる。 
 ௒後の課題として㸪本研✲のㄪᰝᑐ㇟の特ู支

援学ᰯは1ᰯのࡳの༢一事例であるため㸪特ู支

援学ᰯとしての特性を表した⤖ᯝとは言い㞴い。

さらに㸪教員の特ู支援教育にᑐするやりがいを

㧗める要ᅉを᥈るため㸪本研✲で取り上げた自ᕫ

有⬟ឤとࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺ以外の要ᅉの検討も

必要である。 
 
㸺௜グ㸼 本✏は㸪ᖹᡂ 30 年度おⲔのỈዪ子大学生活

⛉学部ே間生活学⛉発㐩臨床心理学講ᗙ在⡠時にᇳ➹

した༞ᴗ論文の内容に加➹・修ṇしたものです。ご指導

㈷りました篁 倫子教ᤵにཌくᚚ♩⏦し上げます。 
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